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A. 研究目的 

2013 年 2 月に小児がん拠点病院が指

定されたが、指定前後での小児がん患

者の集約化の状況についての報告は少

ない。今回、中国・四国ブロックにおい

て指定前後の各施設における小児がん

患者の動態について検討した。 

 

B. 研究方法 

2011 年～2018 年に中国・四国ブロッ

クの小児がん診療 18 病院（図 1）で診

療された小児がん（診断時年齢 18 歳以

下の造血器腫瘍・固形腫瘍、初発例）症

例数を施設別に集計し、年次推移を検

討した。各施設の小児がん症例数は全

国小児がん登録あるいは小児がん中

国・四国ネットワーク会議において集

計した。 

施設名特定の回避や個人情報保護の

観点から、集計した症例数の表記は「0

症例」「1-9 症例」「10-19 症例」「20-39 症

例」「40 症例以上」とした。 

 

 

 
 

 

C. 研究結果 

2011 年～2018 年の小児がん（造血
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器腫瘍・固形腫瘍）初発例総数は 1777

例であり、2011-14 年、2015-18 年の造

血器腫瘍は 465 例、476 例、固形腫瘍

（脳・脊髄腫瘍含む）は 394 例、442

例であった。 

広島大学病院における造血器腫瘍、

固形腫瘍（脳・脊髄腫瘍含む）、脳・

脊髄腫瘍、同種造血細胞移植の年間症

例数は 10~24 例、28~46 例、12~20

例、7~20 例で、中国・四国ブロック内

症例数の 10~20%、24~42%、

32~56%、23~47%を占めていた（図 2-

5）。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

小児がん診療病院における 2011-14

年、2015-18 年の造血器腫瘍の症例数

は 40 例以上が 3 施設ずつ、20-39 例が

5 施設、6 施設、10-19 例が 9 施設、7

施設、1-9 例が 1 施設、2 施設であっ

た。2011-14 年、2015-18 年の症例数が

40 例以上の施設で 40%、41%の症例、

20-39 例の施設で 29%、34%の症例、

10-19 例の施設で 30%、22%の症例が

診療されていた（図 6）。 

固形腫瘍（脳・脊髄腫瘍含む）の

2011-14 年、2015-18 年症例数は 40 例

以上が 1 施設、2 施設、20-39 例が 4 施

設、7 施設、10-19 例が 6 施設、3 施

設、1-9 例が 6 施設、5 施設、症例なし

が 1 施設ずつであった。2011-14 年、

2015-18 年の症例数が 40 例以上の施設

で 37%、47%の症例、20-39 例の施設
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で 28%、36%の症例、10-19 例の施設

で 24%、10%の症例、1-9 例の施設で

11%、5%の症例が診療されていた（図

7）。 

脳・脊髄腫瘍の 2011-14 年、2015-18

年症例数は 40 例以上が 1 施設、2 施

設、10-19 例が 2 施設、1 施設、1-9 例

が 13 施設、9 施設、症例なしが 2 施

設、6 施設であった。2011-14 年、

2015-18 年の症例数が 40 例以上の施設

で 53%、62%の症例、10-19 例の施設

で 9%、6%症例、1-9 例の施設で

38%、32%の症例が診療されていた

（図 8）。 

同種造血細胞移植の 2011-14 年、

2015-18 年症例数は 40 例以上が 1 施設

ずつ、20-39 例が 3 施設、1 施設、10-

19 例が 2 施設ずつ、1-9 例が 6 施設、8

施設、症例なしが 6 施設ずつであっ

た。2011-14 年、2015-18 年の症例数が

40 例以上の施設で 37%、33%の症例、

20-39 例の施設で 40%、25%の症例、

10-19 例の施設で 14%、24%症例、1-9

例の施設で 8%、18%の症例が診療さ

れていた（図 9）。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

D. 考察 

中国・四国ブロックにおいて小児が

ん拠点病院（広島大学病院）での診療は

造血器腫瘍の 10~20%、固形腫瘍の
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20~40%であり、明らかな集約化傾向は

認めなかった。 

一方、脳・脊髄腫瘍および同種造血細

胞移植については約1/3~1/2の症例が小

児がん拠点病院で診療されていたが、

拠点病院指定後の明らかな集約化傾向

は認めなかった。 

造血器腫瘍について年間 10症例以上

の診療施設は 3 施設であり、40%の症例

がこれらの施設で診療されていた。一

方、年間 5 症例未満の施設数は半数を

占め、20~30%の症例が診療されており、

集約化傾向は認めなかった。 

固形腫瘍について年間 10症例以上の

診療施設は 2011-14 年 1 施設、2015-18

年 2 施設であり、37%、47%の症例がこ

れらの施設で診療されていた。一方、年

間 5症例未満の施設数は過半数を占め、

2011-14 年は 35%の症例であったが、

2015-18 年は 15%の症例に減少してお

り、症例数の多い施設への集約化傾向

を認めた。 

脳・脊髄腫瘍について年間 10 症例以

上の診療施設は 2011-14年 1施設、2015-

18 年 2 施設であり、52%、62%の症例が

これらの施設で診療され、集約化傾向

を認めた。一方、年間 5 症例未満の施

設数は過半数を占め、2011-14 年は 47%

の症例、2015-18 年は 38%の症例が診療

されており、症例数の少ない施設での

診療も行われていた。 

同種造血細胞移植について年間 10症

例以上の診療施設は 2011-14 年、2015-

18 年ともに 1 施設であり、37%、33%の

症例がこの施設で診療されていた。一

方、大半の施設では年間 5 症例未満で

あり、2011-14 年は 22%の症例、2015-18

年は 42%の症例が診療され、脳・脊髄

腫瘍と同様に症例数の少ない施設での

診療も行われていた。  

以上のことより、造血器腫瘍につい

ては均てん化、固形腫瘍については症

例数の多い施設への集約化傾向を認め

た。一方、脳・脊髄腫瘍および同種造血

細胞移植については集約化傾向を認め

るものの、症例数の少ない施設での診

療も行われている実態が明らかとなっ

た。 

再発難治例、集学的治療を要する症

例については集約化を図る必要がある

一方、標準的治療の確立した疾患につ

いては均てん化が望まれるため、今後

は両者のバランスを取りつつ、ブロッ

ク内外の小児がん診療施設との連携を

強化することが必要と思われる。 

 

E. 結論 

中国・四国ブロックにおいて小児が

ん拠点病院への指定後の明らかな集約

化傾向は認めなかった。造血器腫瘍は

均てん化、固形腫瘍は集約化傾向を認

めた。一方、脳・脊髄腫瘍および同種造

血細胞移植については症例数の少ない

施設での診療も行われており、再発難

治例、集学的治療を要する症例につい

ては集約化を図る必要があると思われ

る。 
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